













































































































































































































































































・1 巻は 1937 年発行、出版元
は春陽堂書店
・2 巻は 1939 年発行、出版元
は大日本文庫刊行会
























・3 巻は 1937 年発行、出版元
は春陽堂書店
田中義能校訂『神道編 復古神道 上・中』（2冊） 1935～36年、春陽堂
書店
・上巻1935年、下巻1936年発行
佐伯有義校訂『神道編 垂加神道 上・中』（2冊） 1935～37年、春陽堂
書店
・上巻1935年、下巻1937年発行
佐伯有義校訂『神道編 吉川神道』（1冊） 1939年、大日本文庫
刊行会
中村孝也校訂『國体編 大日本史贊藪 保建大
記 中興鑑言』（1冊）
1935年、春陽堂書店
滝精一校訂『芸道編　畫道集』（1冊） 1938年、大日本文庫
刊行会
植木直一郎校訂『地誌編 風土記集』（1冊） 1935年、春陽堂書店
井上哲次郎校訂『武士道編 武士道集 上』（1冊） 1934年、春陽堂書店
※大日本文庫は1937（昭和12）年まで春陽堂書店発行、翌年以降は大日本文庫刊行会発行。
　表1の教科書類については、熊野の略歴とその発行時期、「大津郡俵山村熊
野隆治」という記名等を照合すると、熊野が学生時代に使用していた教科書だ
と判断できる（写真3,4,5）。
写真3　「観風文庫」教科書類
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　大日本文庫については年代的に熊野が少年教護院長時代に購入したものであ
り、一部の納品書には「埼玉県熊野隆治殿昭和17年5月18日」との記載があ
り（写真6,7）、武蔵野学院長時代に購入したことも確認できる。
２）「観風文庫」所蔵資料から推察する松風寮の教育内容
　「観風文庫」所蔵の資料群は、日本史、国文学、日本文化等に関わる資料が
多くを占めており、松風寮でこれがいかに活用されていたかは定かではない。
　ただし、先行研究でも熊野が山口県師範学校へ入学する前、「中和塾」、「黒
城私塾」という私塾（寺子屋）に入塾している点が注目されていたように（福
原2009：8）、熊野は吉田松陰の精神を学ぶ松風寮をかつての寺子屋のように
見て、その学習教材として上記資料を寄贈したようにも推察される。
写真4　「観風文庫」『増補日本政記 一～八』
写真5　「観風文庫」『増補日本政記』熊野隆治記名
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　ちなみに、寺子屋の歴史教育で活用された教科書では、日本史では『日本外
史』、『国史略』、『御成敗式目』、『日本政記』、『皇朝略』、外国史では『十八史
略』、『春秋左氏伝』、『史記』、『資治通鑑』、『通鑑網目』の順に多く（吉田
1967：53-55）、また松下村塾では『孟子』や『講孟余話』等が使用されており
（松風会2017：215）、「観風文庫」所蔵資料とも重なる部分が多いことが確認
できる。
　さらに、松風寮の学生組織尚友（1961年発足、同年より1981年まで寮誌『尚
友』を発行、通巻17号）の名前の由来は『孟子』万章上8章によるものと考え
られている（松風会2011：4）。
　もっとも、「観風文庫」所蔵資料から寺子屋と松風寮の教育内容の重なりを
写真6　「観風文庫」大日本文庫
写真7　大日本文庫購入時期
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推察しているに過ぎず、永池克明氏（元九州大学、久留米大学教授）等、同寮
出身者の証言から（松風会2011：4-5）、熊野がどの程度、寮運営や教育内容
に関与していたのかを明らかにすることは今後の調査課題である。
結び－児童・少年保護から社会教育での寮舎教育へ
　以上、熊野隆治の生涯を通史で見た場合、熊野は学生時代の原風景とも言え
る寺子屋式の教育形態を感化院・少年教護院の寮舎教育でも活かし、「みかへ
りの塔」に象徴される道徳教育を展開した。そして、戦後は児童・少年保護か
ら社会教育の場に移り、青年を対象として松風寮において吉田松陰の教育精神
を基軸に寮舎教育を実践していった。
　ここには日本の伝統精神を大切にする教育家熊野の一貫した姿勢が浮かび上
がるが、他方で戦時中は児童・少年保護を挙げて軍事教育が進められ、熊野も
その波に否応なく飲み込まれることとなった。
　戦時下の最中、熊野は武蔵野学院での教育改革に臨んだが、児童・少年保護
事業全体としては科学的な視点からの処遇が後退し、少年院では「短期錬成」
でその教育内容が変更され、真冬の早朝にも禊の儀式を実施し、体調を崩す少
年が生じたことは周知の事実である（竹原2017）。
　二代目武蔵野学院長として大日本文庫等を手にとり、冷水摩擦を日課として
日本の伝統精神にも学んだ熊野自身は、当時の児童・少年保護事業の再編を
「意図せざる方向」へ進んで行ったと見たのか、それとも「進むべき道」とし
て見ていたのか等を検討することは今後の課題である。
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